
一

本
邦
の
公
私
の
機
関
と
事
業
上
の
関
係
を
有
す
る
外
国
の
公
私
の
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

所

在

地

Ｉ
Ｌ
Ｊ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ

Ｃ
ｏ
m

Ｌ
ｔ
ｄ
m

４
１
２
e

７
、
Ｈ
ｗ
ａ
ｓ
ａ
ｎ
e

ｒ
ｉ
、Ｏ
ｎ
ｓ
ａ
ｎ
e

ｅ
ｕ
ｐ
、

Ｕ
ｌ
ｊ
ｕ
e

ｇ
ｕ
ｎ
、
Ｕ
ｌ
ｓ
ａ
ｎ
、
Ｋ
ｏ
ｒ
ｅ
ａ

二

前
号
の
機
関
か
ら
技
能
実
習
生
を
雇
用
契
約
に
基
づ
い
て
受
け
入
れ
る
本
邦
の
公
私
の
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

所

在

地

株
式
会
社
日
立
製
作
所

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
六
番
六
号

平成™›年˜—月™日 火曜日 第œŸ �号官 報
住
所
兵
庫
県
姫
路
市
野
里
8
9
8番
地

李
四
‰
昭
和
８
年
1
2月

1
5日
生

趙
正
伊
昭
和
1
3年
３
月
３
日
生

李
浩
明
昭
和
3
3年
７
月
1
9日
生

住
所
千
葉
県
我
孫
子
市
寿
２
丁
目
９
番
2
0
`
5
0
2号

金
冬
樹
昭
和
3
6年
１
月
５
日
生

住
所
千
葉
市
美
浜
区
浜
田
１
丁
目
３
番
地

孫
輝
昭
和
5
0年
５
月
1
8日
生

殷
霞
昭
和
5
0年

1
2月
８
日
生

孫
漢
青
平
成
1
6年
６
月
４
日
生

住
所
山
形
県
米
沢
市
金
池
１
丁
目
３
番
４
`
2
1号

周
永
昌
昭
和
5
0年
３
月
２
日
生

周
子
毓
平
成
1
7年
４
月
1
1日
生

周
子
竣
平
成
2
1年
６
月
1
6日
生

住
所
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
神
納
１
丁
目
２
番
地
２

閻
寧
昭
和
5
6年

1
2月

2
8日
生

住
所
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
川
辺
町
３
番
地
１

Ô
媛
昭
和
5
7年
５
月
2
3日
生

住
所
富
山
市
太
田
口
通
り
１
丁
目
５
番
９
`
5
0
1号

權
ü
衣
昭
和
6
0年
２
月
1
4日
生

住
所
東
京
都
稲
城
市
坂
浜
3
3
2
2番
地
2
2

駱
凱
昭
和
5
3年

1
2月

1
1日
生

住
所
東
京
都
町
田
市
中
町
２
丁
目
2
1番
８
号

劉
麗
昭
和
5
7年
１
月
１
日
生

住
所
東
京
都
西
東
京
市
南
町
３
丁
目
2
3番
５
`
5
0
9号

韓
淑
麗
昭
和
3
4年

1
1月

1
6日
生

È
冠
一
昭
和
5
9年
６
月
2
7日
生

住
所
長
野
県
塩
尻
市
大
字
片
丘
7
3
2
9番
地

ã
学
偉
昭
和
5
5年
２
月
2
5日
生

住
所
東
京
都
立
川
市
若
葉
町
４
丁
目
2
5番
地
１

王
浩
昭
和
5
1年
７
月
1
6日
生

王
太
郎
平
成
2
1年
６
月
2
5日
生

住
所
名
古
屋
市
中
村
区
日
比
津
町
２
丁
目
６
番
８
号

秦
娜
娜
昭
和
5
2年
８
月
２
日
生

辛
偉

平
成
1
5年
２
月
1
3日
生

住
所
新
潟
県
新
発
田
市
佐
々
木
2
4
8
8番
地
２

タ
ン
ビ
ル
・
ア
ハ
メ
ド
昭
和
5
7年
２
月
５
日
生

住
所
埼
玉
県
坂
戸
市
薬
師
町
６
番
地
４

王
帥
平
成
３
年
１
月
2
3日
生

住
所
川
崎
市
中
原
区
上
平
間
1
6
8番
地
１

ピ
ッ
チ
・
フ
ァ
ン
昭
和
5
5年

1
0月
４
日
生

住
所
愛
媛
県
新
居
浜
市
菊
本
町
２
丁
目
３
番
２
号

Ô
fi
宏
昭
和
4
0年

1
1月

1
5日
生

住
所
千
葉
県
松
戸
市
新
松
戸
東
1
1番
地
1
0

姜
暁
芳
昭
和
5
6年

1
2月
６
日
生

住
所
三
重
県
津
市
寿
町
1
6番

4
6号

金
賢
秀
昭
和
5
9年
９
月
４
日
生

住
所
宮
城
県
岩
沼
市
稲
荷
町
２
番
５
号

李
有
夏
昭
和
4
4年
３
月
１
日
生

住
所
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
春
野
１
丁
目
５
番
６
`

4
0
4

号王
家
奕
昭
和
5
8年
４
月
1
8日
生

住
所
名
古
屋
市
西
区
清
里
町
3
0
1番
地

金
英
淑
昭
和
5
7年
５
月
1
0日
生

住
所
東
京
都
江
東
区
大
島
６
丁
目
１
番
５
`
1
4
2
5号

月
明
昭
和
5
6年

1
0月

1
5日
生

住
所
東
京
都
大
田
区
上
池
台
４
丁
目
2
5番
２
号

安
栄
玉
昭
和
6
0年
７
月
2
9日
生

住
所
京
都
市
左
京
区
一
乗
寺
南
大
丸
町
1
3番
地

王
丹
昭
和
5
0年

1
1月

2
0日
生

住
所
京
都
市
左
京
区
北
白
川
東
平
井
町
３
番
地

孟
R
昭
和
4
9年
５
月
1
9日
生

余
良
昭
和
4
9年
５
月
1
4日
生

孟
東
洋
平
成
1
4年

1
0月
６
日
生

孟
東
ï
平
成
1
9年
８
月
９
日
生

住
所
福
岡
市
西
区
姪
の
浜
５
丁
目
2
1番

1
9号

夫
紀
子
昭
和
4
9年
６
月
2
9日
生

住
所
千
葉
県
船
橋
市
前
原
西
４
丁
目
3
0番
３
`
1
0
3号

李
亜
純
昭
和
5
9年
３
月
2
9日
生

住
所
奈
良
県
生
駒
郡
平
群
町
大
字
椣
原
7
5
2番
地
６

金
元
ø
昭
和
5
3年
６
月
４
日
生

住
所
東
京
都
品
川
区
西
品
川
２
丁
目
1
2番
９
号

李
善
裕
昭
和
5
6年
３
月
７
日
生

住
所
千
葉
市
稲
毛
区
園
生
町
7
3
1番
地
４

李
久
裕
昭
和
5
7年
８
月
3
0日
生

住
所
千
葉
県
富
里
市
御
料
1
0
0
5番
地
4
2

李
信
裕
昭
和
5
8年
９
月
1
4日
生

住
所
東
京
都
品
川
区
大
崎
５
丁
目
２
番
１
号

趙
顯
順
昭
和
5
1年
６
月
2
5日
生

住
所
山
口
県
岩
国
市
平
田
１
丁
目
2
6番

6
5号

宣
年
w
昭
和
4
8年
３
月
2
6日
生

住
所
横
浜
市
金
沢
区
富
岡
西
２
丁
目
８
番
７
号

林
淑
娟
昭
和
6
2年
８
月
2
4日
生

住
所
横
浜
市
都
筑
区
中
川
６
丁
目
１
番
Ｇ
`
9
1
6号

金
美
昭
和
4
6年
６
月
2
3日
生

三

第
一
号
の
機
関
に
所
属
す
る
外
国
人
が
技
能
実
習
の
在
留
資
格
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六

年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
も
っ

て
本
邦
に
入
国
で
き
る
期
間

平
成
二
十
四
年
十
月
二
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
十
五
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定
す
る
事
業
上
の
関
係
を
有
す

る
外
国
の
公
私
の
機
関
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
法
務
省
令
第
五
十
二
号
）
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
技
能

実
習
生
を
雇
用
契
約
に
基
づ
い
て
受
け
入
れ
る
本
邦
の
公
私
の
機
関
と
事
業
上
の
関
係
を
有
す
る
外
国
の
公
私
の
機
関

を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
日

法
務
大
臣

滝

実

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
三
十
四
号

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
政
府
は
、
昭
和
五
十

三
年
二
月
十
七
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
作
成
さ
れ
た
「
千
九
百

七
十
四
年
の
海
上
に
お
け
る
人
命
の
安
全
の
た
め
の
国
際

条
約
に
関
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
議
定
書
」
の
加
入
書

を
平
成
二
十
四
年
六
月
七
日
に
国
際
海
事
機
関
事
務
局
長

に
寄
託
し
た
。
よ
っ
て
、
同
議
定
書
は
、
平
成
二
十
四
年

九
月
七
日
に
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
に
つ
い
て

効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
四
年
六
月
十
五
日
付
け
国
際
海
事
機
関
事

務
局
長
回
章
）

平
成
二
十
四
年
十
月
二
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
三
十
五
号

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
政
府
は
、
昭
和
六
十

三
年
十
一
月
十
一
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
作
成
さ
れ
た
「
千
九

百
七
十
四
年
の
海
上
に
お
け
る
人
命
の
安
全
の
た
め
の
国

際
条
約
に
関
す
る
千
九
百
八
十
八
年
の
議
定
書
」
の
加
入

書
を
平
成
二
十
四
年
六
月
七
日
に
国
際
海
事
機
関
事
務
局

長
に
寄
託
し
た
。
よ
っ
て
、
同
議
定
書
は
、
平
成
二
十
四

年
九
月
七
日
に
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
に
つ
い

て
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
四
年
六
月
十
五
日
付
け
国
際
海
事
機
関
事

務
局
長
回
章
）

平
成
二
十
四
年
十
月
二
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
三
十
二
号

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
政
府
は
、
昭
和
六
十

三
年
十
一
月
十
一
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
作
成
さ
れ
た
「
千
九

百
六
十
六
年
の
満
載
喫
水
線
に
関
す
る
国
際
条
約
の
千
九

百
八
十
八
年
の
議
定
書
」
の
加
入
書
を
平
成
二
十
四
年
六

月
七
日
に
国
際
海
事
機
関
事
務
局
長
に
寄
託
し
た
。
よ
っ

て
、
同
議
定
書
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
七
日
に
ト
リ
ニ

ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
四
年
六
月
十
五
日
付
け
国
際
海
事
機
関
事

務
局
長
回
章
）

平
成
二
十
四
年
十
月
二
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
三
十
三
号

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
政
府
は
、
平
成
九
年

九
月
二
十
六
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
作
成
さ
れ
た
「
千
九
百
七

十
三
年
の
船
舶
に
よ
る
汚
染
の
防
止
の
た
め
の
国
際
条
約

に
関
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
議
定
書
に
よ
っ
て
修
正
さ

れ
た
同
条
約
を
改
正
す
る
千
九
百
九
十
七
年
の
議
定
書
」

の
加
入
書
を
平
成
二
十
四
年
六
月
七
日
に
国
際
海
事
機
関

事
務
局
長
に
寄
託
し
た
。
よ
っ
て
、
同
議
定
書
は
、
平
成

二
十
四
年
九
月
七
日
に
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国

に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
四
年
六
月
十
五
日
付
け
国
際
海
事
機
関
事

務
局
長
回
章
）

平
成
二
十
四
年
十
月
二
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

š
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